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－
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．
…
．
…
ｉ
ｏ
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．
…
‐
‐
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１
…
。
．
，
，
…
１
．
．
…
・
…
．
．
Ｉ
．

曲
叩
訴
曲
呂
口
■
こ
い
、
６
．
，
。
凸
呂
■
■
冒
凸
，
、
０
．
・
一
・
呂
■
・
・
０
，
，
・
ｑ
ｏ
呂
呂
巳
一
・
・
ワ
・
・
・
里
置
■
■
曽
・
・
画
：
呂
皇
■
一
号
、
。
。
。
。
●
呂
一
■
ご
・
・
ｑ
・
・
ｂ
●
二
』
■
己
。
Ｄ
ｑ
。
・
・
昌
一
■
甲
喧
●
・
３
Ｄ
・
・
呂
■
■
言
。
・
・
。
。
。
。
。
■
■
一
』
Ｑ
Ｏ
Ｄ
・
・
・
当
■
■
三
・

帥
一
一
』
ｑ
，
・
二
二
一
一
言
、
１
．
二
一
一
毒
一
言
、
．
・
二
二
二
言
。
．
・
二
二
一
』
旨
。
こ
ニ
ニ
』
』
。
．
・
・
二
二
一
一
一
・
・
・
二
一
二
言
ロ
。
・
・
二
二
一
』
苧
”
・
二
』
二
一
二
凸
、
・
二
一
二
一
言
ロ
・
・
二
二
一
』
了
・
・
』
二
一
舌
ロ
．
・
二
二
一
』
』
垂
。
‐
・
二
言
一
壱
・
．
・
二
一
三
一
国
ロ
。
二
二
一
一

■
』

雀
沈
と
ｑ
Ｊ
・
》
ゞ
ｋ
皇
こ
＃
ｔ
了
壼
ヲ
止
人
の
老
人
に
対
し
て
、
医
者
が
一
八
臣
で
も
野
党
議
凰
の
考
え
方
に
疑
問
康
の
象
徴
で
あ
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
射
殺
す
る
公
開
の
処
刑
鋤
で
し
た
。
揃

い
叩
叩撫
昨
年
の
十
一
Ｎ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
と
い
う
こ
と
は
、
政
治
が
う
ま
く

小
》
社
会
保
障
制
匪
視
察
の
た
め
、
デ
ン
行
な
わ
れ
、
道
路
が
完
備
さ
れ
て
い
人
、
従
業
員
が
実
に
一
、
二
○
○
人
の
あ
る
時
は
、
逆
に
質
問
し
、
野
党
こ
の
ニ
ィ
の
よ
っ
に
健
康
で
力
強
く
幸
い
私
た
ち
の
行
っ
た
時
は
処
刑
は
鐸

も
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
老
人
ホ
鑑
凸
が
こ
れ
に
答
え
る
と
い
う
蝿
面
開
発
途
上
に
あ
る
函
で
あ
る
、
と
い
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
罰

難
騨
騨
蕊
雛
箪
謹
雲
、
簔
壷
…
”
譽
謹
掌
…
曹
￥
霞
…
…
ゞ

う
意
味
の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ふ
だ
ん
、
こ
こ
で
人
の
見
て
い
る
中
齢

》
沙
甜

沿
杣
如

酌
抽
出
卯

で
あ
り
、
双
方
が
納
得
の
い
く
ま
で
こ
の
模
様
が
写
真
付
き
で
新
聞
に
報
う
こ
と
を
き
き
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
瑚
一
・

撫
圃
の
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
、
外
国
旅
行
ツ
パ
の
人
々
は
公
徳
心
が
非
常
に
発
一
老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
い
る
人
た
討
論
す
る
と
い
う
こ
と
に
徹
し
て
い
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
同
時
に
、
平
和
の
あ
り
が
た
さ
塗
し
樅

＊
響
の
印
象
登
箪
に
記
し
て
み
た
い
と
達
し
て
い
る
の
で
は
横
か
と
思
い
鯛
輔
鍬
鑪
静
驍
鯏
壗
捧
罷
縣
鑑
製
織
蝿
鷲
へ
時
夫
冬
で
雫
識
桃
溌
悪
鯉
雌
鰄
鯛
嘩
》

陀
記梨
思
い
ま
す
。
ま
す
。

．
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
．
：
．
《
》
の
あ
り
が
た
さ
を
》
の
悲
劇
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
辮

溶
一
清
潔
な
街
》
．
》
う
ら
や
ま
し
い
》
率
塞
恥
一
誌
犀
柚
壺
他
誕
麺
識
垂
癖
》
戦
時
体
制
の
一
一
恥
界
の
悲
劇
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
簿

伽
“
恥

■
口
早
■
ａ
■
●
令
■
今
や
■
■
■
ｑ
Ｇ
ｂ
ひ
じ
●
凸
■
Ｇ
も
■
叩
■
■
Ｑ
ｑ
①
●
叩
■
Ｑ
■
■
》

州
》
》
！
Ｉ
《
》
篝
入
木
‐
ム
ー
“
淑
鬮
薙
鴬
陣
豊
鰯
雲
パ
キ
ス
至
津
静
謹
起
寵
識
蕊
壜
談
”

。
一
一蝿
に
巨
紬
継
罐
押
溶
雷
塞
甥
諫
刷
伽
極
尉
唾
糾
ん
黙
融
悪
鬼
や
巷
し
い
ほ
ど
一
…
…
睦
》
壁
一
：
親
《
あ
と
、
一
行
と
別
れ
、
戦
乱
の
続
く
。
…
：
。
…
：
ゞ
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県
議
会
議
員
一
花
田
一
患
雛
溌
霞
幡
謝
懸
鰄
勢
括
．
‐
‐
…
！
；
兵
畷
晋
沖
霊
獣
が
算
式
《

画
面
一

虹
に
岨
．
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オ
α
よ
う
ｋ
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匿
甥
α
‐
‐
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度
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墾
筆
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酔
垂
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壱
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抵
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蜘
壱
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垂
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対
立
と
い
う
緊
迫
し
た
ふ
ん
い
き
は
い
う
こ
と
で
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
と
私
た
ち
の
泊
っ
た
サ
イ
ゴ
ン
の
ホ
テ
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叩
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Ｃ
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０
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ニ
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一
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一
雪
盲
０
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二
一
言
”
、
。
二
二
三
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ｏ
０
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呂
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弓
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Ｄ
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冒
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弓
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呂
■
■
吾
』
、
０
．
．
０
心
呂
■
言
・
尋
０
．
０
０
己
■
■
ご
』
の
。
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。
。
呂
■
■
三
言
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、
’
０
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己
■
■
■
ゆ
■
・
●
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ｑ
ｏ
己
■
冒

叩
伽
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．
．
．
．
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Ⅱ
Ⅱ
。
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●
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Ⅱ
Ｉ
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わ
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・
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Ⅱ
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．
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．
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１
．
ｏ
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Ｄ
ｏ
ｏ
ｏ
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’
１
．
：
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。
。
。
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”
；
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！
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‐
“
令
△
１
０
．
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・
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。
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！
Ⅱ
・
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。
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。
。
・
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０
．
：
。
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。
。
・
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・
Ｄ
Ｉ
‐
Ｄ
‐
ｂ
・
‐
ｂ
Ｃ
９
“
ｂ

。
『
｜

叩
叫
岬

阿
境
を
め
ぐ
る
印
庇
と
の
紛
争
の
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
立
ち
寄
り
、
世
界
の
耐

Ｇ
■
■
。
■
●
■
■
凸
●
■
■
■
Ｂ
■
●
毎
■
■
●
■
①
●
■
ら
③
■
■
叩
Ｂ
■
■
。
●
■
。
■

Ⅱ
銘

淵
脚
脳
閏
側
勵
卿
蹴
臓
霊
感
幅
愚
窪
霊
蕊
篝
犠
蕊

■
一

卜
釦
罪

、
叩
岫
皿

■
■
Ｕ
■

一
・
一

勘
駐
英
大
使
の
特
別
の
識
ｂ
い
に
こ
の
パ
キ
ス
タ
ン
で
臼
水
か
ら
叩
わ
が
で
き
ま
し
た
。
龍
叩

即
叩
“

曲
Ⅱ
踞

引
履
蝿
蚤
『
唯
羊
弍
・
仁
し
「
．
宝
里
麺
よ
り
、
通
沢
づ
き
で
英
悩
の
殿
全
一
を
れ
た
金
魚
と
コ
イ
の
剛
呈
式
に
招
か
通
路
に
は
二
一
十
脚
間
隔
で
舜
伽
の
程
↓

一
・
一

・
叩
坤

。
ｅ
・
も
■
ザ
Ｌ
Ｄ
ｌ
Ｐ
角
ｌ
Ｉ
ｐ
Ⅱ
Ｌ
宅
ら
Ｐ
．
■
巳
Ｉ
Ｉ
Ｐ
、
■
Ｐ
ｌ
Ｂ
ｑ
４
■
■
■
■
０

３
］
｝
に
、
１
－
患
Ｊ
・
、
１
｜
↓
↓
と
γ
２
１
″
席
上
、
笑
鰯
租
に
日
本
側
代
識
と
閲
こ
え
て
雪
三
Ｌ
不
気
味
な
感
じ
て
す
無
川

ｌ
０
Ｌ
Ｏ
Ｐ
偽
町
可
ｑ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
‐

謡
感
織
鋳
鐸
識
識
癖
騨
画
■
ロ
、
易
凹
＃
７
－
‐
ｉ
剥
く
１
７
１
２
》
｝
‐
》

街
か
こ
の
よ
う
に
き
れ
い
で
美
し
蝿
縣
弘
鵡
夢
純
禍
蓋
濯
蕊
粥
認
奏
駐
暁
鼬
溌
囎
蝿
蕊
鰄
鱸
雛
瀧
鮭
稚
雑
糊
嬢
帆

一
謝
一
二
・
重
、
Ｕ
〃
《
空
・
ｑ
１
Ｊ
Ｂ
▽
１
凸
Ｐ
Ｌ
Ｉ
ｐ
、
口
、
３
〃

”
叩
肝

Ⅳ
Ｐ
二
言
言
‐
・
ロ
ー
二
言
。
－

４
日
も
・
０
０
．
．
名
●
■
■
弓
胃
・
ｑ
ｌ
ｏ
・
■
■

叩
恥
雫
４
ｔ
：
。
Ⅱ
Ⅱ
Ｄ
も
：
●
。
。
・
・
・
１
日

・
毎
一檸

繊
溌
溌
鱸
麓
電
」
融
齪
閣
劉
蛙
鄙
蕊
私
ど
も
の
豊
し
皇
ン
マ
ー
ク
農
問
、
政
胤
は
鴬
と
い
う
、
錠
僅
錠
砿
攪
廼
錫
噌
轄
潅
埋
堤
龍
瑳
幟

》
、
蝋
繊
懸
露
悪
垂
蝿
勘
蝕
蝿
頚
沙
溌
瀦
註
雅
渦
渋
堕
唯
な
く
、
話
し
合
い
の
ム
ー
ド
に
満
ち
譜
狩
鍋
噌
狸
滝
暹
地
薮
鍵
凝
一
一
菫
潟
斐
桝

町
の
税
蛎
課
で
は
、
徴
税
蜜

（
税
金
の
徴
収
に
要
す
る
愛
用
）

の
節
減
と
、
納
税
者
の
利
益
を
考

え
、
納
税
貯
謹
組
合
を
つ
く
る
こ

と
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、

二
三
号
Ｉ

■
ｑ
ｏ
Ｄ
Ｄ
ｃ
凸
・
■
■

適
昭
和
四
十
年
十
二
月
末
日
現
在
で

組
合
数
五
十
八
、
組
合
ロ
数
三
千

百
六
十
八
人
に
達
し
、
大
き
な
成

果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

な
椎
郵
輌
麺
罪
鍵
蝿
峠
轤
奉
押
枠
唖
痙
一

ず
か
三
組
倉
百
五
土
〈
人
で
あ
っ
た

も
の
が
、
三
十
五
年
に
は
十
六
組
合
、
’

八
百
五
十
八
人
、
四
十
年
に
は
実
に
五
》

十
八
組
合
、
三
千
百
六
十
八
人
と
大
畑

な
墹
加
を
兄
せ
て
い
ま
す
。

魍
愉
噛
判
と
聰
翻
路
も
一

、

納
税
の
義
務
は
潅
法
第
三
十
条
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
納
め

に
く
い
の
が
税
金
で
す
。
し
か
し
、
ど

う
せ
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

あ
れ
ば
、
少
し
で
も
有
利
な
、
し
か
も

気
持
ち
の
い
い
方
法
で
納
め
る
に
こ
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
目
的

か
ら
考
え
ら
れ
た
の
が
納
税
組
合
で
す

蝿
に
は
、
日
本
の
よ
う
に
与
野
党
の
席
上
、
突
然
私
に
日
本
側
代
表
と
函
こ
え
て
き
て
不
気
味
な
感
じ
で
す
糊

ど
こ
へ
行
っ
て
も
街
が
清
潔
で
、
花
で
い
る
こ
と
は
聞
き
知
っ
て
い
ま
し
対
立
と
い
う
緊
迫
し
た
ふ
ん
い
き
は
い
う
こ
と
で
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
と
私
た
ち
の
泊
っ
た
サ
イ
ゴ
ン
の
ホ
テ
炉

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
道
路
た
が
、
突
際
に
見
聞
し
て
さ
ら
に
こ
な
く
、
話
し
合
い
の
ム
ー
ド
に
満
ち
い
う
申
し
入
れ
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
ル
の
す
ぐ
そ
ば
が
、
二
、
三
日
前
に
端

が
よ
く
整
揃
さ
れ
、
ホ
コ
リ
も
少
な
の
認
識
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
、
野
党
議
画
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
引
き
受
け
る
こ
ベ
ト
コ
ン
の
典
撃
に
会
っ
た
こ
と
を
術

一
画
Ｆ

い
の
で
、
私
な
ど
は
二
十
日
間
も
靴
私
ど
も
の
視
察
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
は
質
問
、
政
府
側
は
答
弁
と
い
う
、
と
に
し
ま
し
た
。
私
は
あ
い
さ
つ
の
聞
き
、
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。
も
っ
と
一
仁
〃

を
膳
が
か
ず
に
過
ご
し
た
ほ
ど
で
す
Ｄ
匿
人
ボ
ー
，
弐
こ
ま
、
一
、
ヒ
フ
フ
．
偏
・
・
ゞ
、
１
噂
・
フ
【
ラ
ー
’
２
◆
｝
便
：
、
く
中
で
、
日
本
で
は
コ
イ
は
若
さ
と
雌
も
悲
鯵
に
思
っ
た
こ
と
は
、
捕
閣
を
端
釦
町
加

Ｌ
Ｂ
Ｐ
凸

令

訓
洲
向
上
の
あ
ら
わ
れ

’一

わ
か
る
と
お
り
、
納
税
成
級
も
智
突
に

伸
び
、
組
合
が
納
税
成
緬
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

納
税
組
合
が
こ
の
よ
う
に
地
加
し
た

理
由
と
し
て
は
、
税
務
課
で
力
を
入
れ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
第

二
に
、
町
民
の
納
税
意
減
が
向
上
し
た

こ
と
、
納
税
組
合
の
利
点
が
よ
く
理
解

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
納
税
組
合
の
利
点
に
つ
い

て
ち
ょ
っ
と
ふ
れ
て
み
る
と
、
金
木
町

の
場
合
、
一
組
合
に
対
し
て
へ
邪
務
致

と
し
て
年
千
五
百
円
、
人
口
割
り
と
し

て
組
合
ｕ
一
人
に
対
し
て
百
円
、
報
砿

金
と
し
て
、
納
期
内
納
税
の
蝿
合
は
納

税
額
の
五
％
、
年
内
完
納
の
勘
合
は
三

％
、
そ
れ
ぞ
れ
助
成
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
新
し
く
組
合
を
つ
く
る

時
は
、
準
鯛
資
金
の
名
目
で
、
役
堀
か

ら
千
円
、
組
合
凸
一
人
に
つ
き
十
円
、

町
財
政
に
大
き
く
貢
献

冬

納
税
組
合
連
合
会
か
ら
千
円
の
助
成
金

が
出
ま
す
。

ま
た
、
組
合
い
は
、
原
則
と
し
て
年

一
内
完
納
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

年度別組合敵と町税の徴収率

353637、383940
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一
与
帽
副
叫
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’

ま
す
の
で
、
う
る
さ
く
醤
促
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

組
合
の
地
加
に
つ
れ
、
税
金
の
徴
収

に
要
す
る
人
手
、
あ
る
い
は
愛
用
が
か

な
り
節
減
に
な
り
、
そ
の
分
だ
け
他
の

仕
躯
に
ふ
り
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
、
納
税
組
合
は
正
に
一
石
二
恥
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
効
果
が
あ
る
こ

納税組合の現況

哩含各|組合墨|鱸||遁合名|組合長|鯨
藤枝納税
組合

ljI道町

平和

成山浦一郎

中西イョ吉

諏凰正次郎

泉谷正義

其田義直

三潟正芳

外崎惣五郎

｜
・
瀬
唖
町
町
町
町
町
町
立
町
崎
町
町
上
町
落
町
兄
愛
木
立
町
肝
木
町

古
古
本
木
派
端
鄙
鐸
本
士
柏
派
葉

一
力
嘉
下
車
新
上
下
南
柏
下
下
好
林
川
川
西
更
北
海
共
下
上
双
背
金
田

一
６
２
８
４
１
２
４
８
４
９
４
５
５
０
８
３
５
４
７
４
７
２
１
５

．
８
４
６
３
４
４
８
０
８
３
５
１
６
５
２
５
４
４
５
５
３
３
７
６

|泉谷
｜＝＝桂

則
一
郎

道
新
四金

・
谷
崎
海

泉
吉
鴫

１
３
４
５
７
６
０
１
６
１
７
９
２
９
４
９
４
９
０
５
１
５
９
２
８

５
６
３
３
５
５
５
５
６
５
５
５
４
１
３
４
３
４
３
３
５
４
２
７
２

42

68

34

41

42

84

108

84

39

54

115

65

50

28

53

45

44

57

54

37

32

71

岩村良逸

土岐、保正

鵬海勲

画橋松太郎

|妻画蔦
一
月
十
五
日
は
〃
成
人
の
日
〃
で
、

町
で
は
今
ま
で
毎
年
成
人
式
を
や
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
一
年
だ
け

は
、
次
の
よ
っ
な
理
由
で
式
は
や
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

|里更生
蒔田

役場

沢．部

籾日

川倉

朝日町

神原

桑元

大東ケ丘

新宮町

七夕野

成
人
式
に
か
わ
り
〃
成
人
の
集
い
〃

す
べ
て
の
成
人
を
対
象
に
開
く

中村本真

伊丸岡政芙

伊藤猪之吉
鶚辱欝’
秋谷消逸

白川秀三郎

揃引政雄

前田滴五郎

田中潤一

和田チヨ

外崎栄

三潟森蔵

津島久五郎

白川兼春

佐藤異一

山口繁男

小野セツ

岡田孝一

伊丸岡秀雄

大橘喜八郎

桜井平内

新岡満士

木田喜三郎

大謡塵作

桑田哲男

今堅次郎

中村善作

怨ﾉll辰三郎

角田源三郎

北ﾉll亥之助

角田敬一

B:|Q
＜

晋’

今
ま
で
の
成
人
式
は
、
そ
の
年
の
う

ち
に
満
二
十
歳
に
な
る
人
を
招
い
て
や

っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
や
り
方
で
す

と
、
式
は
一
月
十
五
日
な
の
で
、
実
際

に
満
二
十
歳
の
成
人
に
達
し
て
い
る
人

は
ご
く
わ
ず
か
（
今
年
の
蝿
合
六
人
）

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
ま
だ
成
人
に
達

し
て
い
な
い
わ
け
で
す
．
そ
れ
で
成
人

に
達
し
て
い
な
い
人
を
招
い
て
成
人
式

を
や
る
こ
と
は
、
社
会
的
に
み
て
多
少

問
題
が
あ
る
と
い
う
批
判
が
起
こ
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。

成
人
式
は
、
前
年
の
一
月
十
六
日
か

ら
、
そ
の
年
の
一
月
十
五
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
、
つ
ま
り
実
際
に
成
火
に
達

し
て
い
る
人
垂
対
象
に
行
な
う
べ
き
だ

と
い
う
声
が
高
ま
り
、
事
実
そ
う
し
て

い
る
市
町
村
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
金
木
町
で
も
従
来
の
や
り
方
を

改
め
る
た
め
、
今
年
一
年
だ
け
成
人
式

を
と
り
や
め
、
今
年
中
に
成
人
に
な
る

人
を
、
来
年
の
一
月
十
五
日
に
招
い
て

成
人
式
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。そ

の
か
わ
り
と
し
て
、
今
年
は
金
木

町
の
す
べ
て
の
成
人
を
対
象
に
、
一
月

十
五
日
第
一
保
育
所
で
三
人
の
繩
師
に

よ
る
講
演
会
を
中
心
と
し
た
〃
成
人
の

集
い
〃
を
即
き
ま
し
た
。

喜
良
市
小
の
特
別
教

室
で
き
る

喜
良
市
小
学
校
の
特
別
教
室
が
完
成

|衞為：川倉新興
新生

昭和町

兄崎町

神明町

冷水

小栗崎

畑中

新堤町

新生

昭和町

兄崎町｜

神明町｜
冷水

小栗崎

畑中

新堤町

新派立

新誠町

昭和町‘

下派立

俊町

中柏木il

輻’
算用子勇五郎

片岡八千雄

小1_1｣内義美

伊藤満平

鵬海勝雄

山中政太郎

木村金利

津田与八

沢剛竹次郎

山中京治

土岐岩五郎

原醐勘作

|'::|’
毎
年
冬
に
な
る
と
困
る
の
が
交
通
の

問
題
。
と
く
に
こ
の
頃
は
自
動
車
が
多

く
な
っ
た
の
で
交
通
を
確
保
す
る
こ
と

・
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た

し
か
し
、
昨
年
ま
で
役
場
の
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
一
台
で
除
雪
し
て
い
た
の
が
、

今
年
は
県
か
ら
除
雷
用
の
車
が
三
台
配

睡
に
な
り
、
す
で
に
除
雪
に
活
踊
種
始

め
て
い
ま
す
。

今
年
配
唾
に
な
っ
た
の
は
、
ロ
ー
タ

リ
ー
車
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
六
輪
大
型

除
愛
車
の
三
台
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
主

に
県
適
の
除
雪
に
当
た
り
、
役
鍋
の
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
が
町
道
の
除
雷
に
当
た
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
嘉
瀬
、

金
木
問
に
雪
よ
け
の
さ
く
を
つ
く
り
、

交
通
の
確
保
に
備
え
て
い
る
の
で
、
今

年
の
冬
の
交
通
事
情
は
、
か
な
り
よ
く

一
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い

一
ま
す
。

し
ま
し
た
。
こ
ん
ど
で
き
た
特
別
教
室

は
理
科
室
（
二
十
五
坪
）
と
工
作
室

（
二
十
五
坪
）
の
二
教
室
で
す
。

今
年
も
町
内
の

学
校
に
贈
り
物

一
一
ユ
ー
ヨ
ー
ク
の
藤
元
さ
ん

金
木
町
出
身
で
、
現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
食
堂
を
経
営
し
て
い
る
藤
元
さ
ん

は
、
毎
年
町
内
の
学
校
に
畑
り
物
を
し

て
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
金

木
小
、
中
、
商
校
に
と
三
万
円
を
役
勤

あ
て
に
よ
こ
し
ま
し
た
。
町
で
は
近
日

中
に
各
校
に
対
し
て
一
万
円
ず
つ
剛
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
、

33

66

43

79

79

61

73

除
雪
に
万
全
の
備
え 組合口数3，168組合数計58
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一
、
縦
覧
お
よ
び
異
撫
申
し
立
て
期
間
Ｉ
昭
和
四
十
一
年
一
川
二
十
日
か
郷眠

珊
ら
二
円
三
日
ま
で
（
十
五
日
脚
）
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
識

珊郷
一
、
場
所
Ⅱ
金
木
町
役
蝿
。

》
金
木
町
選
挙
管
理
委
員
会
謡

皿
皿奴
謡
巽
記
銘
記
銘
謡
詫
詔
謡
詔
認
託
謡
詔
函
艶
記
詔
露
語
記
詔
器
託
認
認
蜀
鵠
舘
調
巽
器
巽
記
器
話
器
詫
記
銘
認
閉
謡
記
認
司

函
函
館
韓
》
や
》
》
岨
恥
》
需
函
碑
距
Ｆ
ｍ
皿
西
』
》
》
幸
醒
や
字
”
圭
四
函
館
輯
岬
坤
醒
詰
距
函
四
函
距
函
覗
如
正
平
戸
韓
叩
四
卑
函
｝
》
》
暉
壼
産
由
如
函
配
弓
圭
函
エ
エ
》
韓
函
エ
ー
や
函
壺
叩
》
》
や
野
年
｛
牢
記
壷
戸
『
四
Ｆ
町

金
木
町
腱
業
委
凸
会
委
図
理
挙
人
名
簿
が
、
昭
和
四
十
年
十
二
Ｎ
一
日
繩、

“

現
在
で
鯛
確
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、
左
記
に
よ
り
、
こ
の
名
簿
の
縦
覧
を
い
礎

た
さ
せ
ま
す
か
ら
、
自
分
の
名
前
が
名
簿
に
霊
録
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
僻い

》
｜

か
確
か
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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